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日
本
の
社
家
の
町
に
あ
る 

〝 

京
都
府
立
植
物
園 

〟 

11
月
16
日
秋
の
薄
曇
り
の

絶
好
の
写
真
日
よ
り
で
し
た
。

植
物
園
北
門
前
で
、
カ
メ
ラ
で

写
真
の
撮
り
方
の
指
導
を
し
て

頂
く
岩
崎
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
は
植
物
園
の
植
物

に
つ
い
て
も
非
常
に
詳
し
く
、

園
内
の
珍
し
い
木
々
の
説
明
と

写
真
を
撮
る
の
に
良
い
場
所
等

を
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本

当
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

京
都
市
左
京
区
下
鴨 

日
本
の
首
都
が
平
安
京
に
移

る
前
か
ら
賀
茂
氏
一
族
が
住
ん

で
い
た
地
域
で
あ
り
、
賀
茂
氏

の
氏
神
で
あ
っ
た
賀
茂
別
雷
神

社
（上
賀
茂
神
社
）と
賀
茂
御

祖
神
社
（下
鴨
神
社
）の
う
ち
、

下
鴨
神
社
の
周
辺
を
指
し
て
下

鴨
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
賀
茂
・下
鴨
神
社
の
社
領
で

あ
っ
た
た
め
近
代
に
入
る
ま
で

仏
教
寺
院
が
建
て
ら
れ
た
こ
と

は
な
く
、
の
ど
か
な
農
村
地
帯

で
あ
っ
た
。 

上
賀
茂
神
社
と
下
鴨
神
社

同
じ
「カ
モ
」と
い
う
文
字
を
使

っ
た
神
社
で
す
が
、
上
賀
茂
神

社
と
下
鴨
神
社
の
名
称
は
元
々

は
二
社
合
わ
せ
て
「賀
茂
社
」と

総
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
正
式
名
称

は
と
い
う
と
上
賀
茂
神
社
を

「賀
茂
別
雷
神
社
」・下
鴨
神
社

を
「賀
茂
御
祖
神
社
」さ
ら
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
祭
神
も
「賀
茂

別
雷
神
」と
「賀
茂
建
角
身
命
」

と
な
っ
て
い
て
正
式
名
称
で
見
て

い
く
と
、
ど
ち
ら
の
神
社
に
も

「賀
茂
」と
い
う
文
字
が
使
わ
れ

て
い
た
の
が
分
か
り
ま
す
。 

京
都
府
立
植
物
園 

京
都
府
立
植
物
園
と
は
、
京

都
市
左
京
区
下
鴨
半
木
町
に
あ

る
植
物
園
で
す
。 

京
都
府
立
植
物
園
は
、
京
都

市
街
北
部
の
平
坦
地
に
位
置
し
、

東
は
比
叡
山
、
東
山
連
峰
を
望

み
、
西
に
加
茂
の
清
流
、
北
は

北
山
の
峰
々
を
背
景
と
し
た
景

勝
の
地
に
あ
り
ま
す
。 

大
正
6
年
に
着
工
し
、
同

13
年
1
月
1
日
に
「大
典
記

念
京
都
植
物
園
」と
し
て
開
園

し
ま
し
た
。
第
2
次
大
戦
中
は

園
内
に
菜
園
が
設
け
ら
れ
食
糧

増
産
の
場
に
な
り
、
戦
後
は
、

昭
和
21
年
か
ら
12
年
間
連
合

軍
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
と
き
多
く
の
樹
木
が
伐

採
さ
れ
る
な
ど
苦
難
の
時
代
が

続
き
ま
し
た
が
、
昭
和
36
年

4
月
、
憩
い
の
場
、
教
養
の
場

と
し
て
そ
の
姿
を
一
新
し
、
再

び
公
開
し
ま
し
た
。 

 

平
成
26
年
に
は
開
園
90

周
年
を
迎
え
、
植
物
園
が
府
民

の
憩
い
の
場
に
加
え
、
自
然
に

対
す
る
親
し
み
と
敬
い
の
心
を

育
む
、
花
・緑
の
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、
学
習
・教
育
の
場

と
し
て
の
社
会
的
役
割
が
ま
す

ま
す
高
く
な
っ
て
お
り
、
今
後

さ
ら
に
増
加
し
多
様
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
情
報
の

提
供
や
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

創
設
な
ど
さ
ら
な
る
内
容
充

実
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
園
内

の
南
半
分
に
は
、
正
門
付
近
の

1
年
草
を
中
心
と
し
た
四
季

の
草
花
が
鑑
賞
で
き
る
正
門
花

壇
と
観
覧
温
室
及
び
バ
ラ
を
中

心
と
し
た
造
形
花
壇
、
噴
水
や

滝
の
あ
る
沈
床
花
壇
よ
り
な
る

洋
風
庭
園
な
ど
の
人
工
的
な

造
形
美
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
観
覧
温
室
は
、
キ
ソ

ウ
テ
ン
ガ
イ
や
バ
オ
バ
ブ
な
ど

世
界
の
熱
帯
植
物
が
身
近
に
観

賞
で
き
、
規
模
、
植
栽
植
物
の

種
類
と
も
に
日
本
最
大
級
の
温

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
園
の
北
半

分
に
は
、
園
内
唯
一
の
自
然
林

で
あ
る
半
木
（な
か
ら
ぎ
）の
森

や
日
本
各
地
の
山
野
に
自
生

す
る
植
物
を
で
き
る
だ
け
自

然
に
近
い
状
態
で
植
栽
し
た
植

物
生
態
園
、
お
よ
び
そ
の
周

辺
に
は
、
わ
が
国
の
風
土
に

育
ま
れ
、
古
く
か
ら
栽
培
さ

れ
て
き
た
桜
、
梅
、
花
菖
蒲

な
ど
の
園
芸
植
物
や
竹
笹
、

針
葉
樹
な
ど
を
植
栽
し
た
日

本
の
森
と
し
て
、
よ
り
自
然

的
な
景
観
を
形
づ
く
っ
て
い

ま
す
。 

半
木
神
社 

半
木
神
社
は
現
在
で
は
か

つ
て
の
姿
を
留
め
て
い
ま
せ

ん
が
、
下
鴨
半
木
町
の
鎮
守

神
と
し
て
、
ま
た
京
都
の
織

物
発
祥
の
地
に
あ
る
神
社
、

農
事
林
業
ら
を
総
括
す
る

植
物
園
の
守
り
神
と
し
て
崇

敬
さ
れ
、
植
物
園
内
の
神
社

周
辺
の
森
は
「半
木
（な
か
ら

ぎ
）の
森
」と
呼
ば
れ
、
古
代

山
城
盆
地
の
植
生
を
残
す
貴

重
な
自
然
林
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

四
、
十
一
月
の
二
十
日
に
行

わ
れ
る
春
秋
の
祭
典
に
は
、

織
物
関
係
者
等
が
多
数
訪
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

さ
ら
に
、
植
物
園
の
多
く
の

木
や
花
が
実
を
結
ぶ
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
、
園
内
に
あ
る

半
木
神
社
は
試
験
の
合
格
や

恋
愛
成
就
の
願
い
が
か
な
う

と
の
信
仰
が
厚
く
、
本
社
の

賀
茂
別
雷
神
社
で
は
努
力
が

実
を
結
ぶ
＝
「実
守
」と
い
う

御
守
り
を
授
与
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

岩崎さんから多くの木々の

説明や見どころを説明 

開園当初に植えられたクスノキ

の並木は樹齢１００年といわれ、

川端康成の『古都』にも登場して

いる自然遺産といってよいほど

のものです。 

2017 年秋の台風で多くの古木や

太い枝が折れた。 

有名なクスノキの並木も多くの

枝が折れ手入れされて透け透け

通りになっています。 

池に映る紅葉と 

幹の力強いコントラスト 

 

２０１８年１月度行事予定 

“京街道の枚方宿場町を散策しましょう！！” 

枚方宿鍵屋資料館（料亭時代の文化を） 

月 日：2018年１月２２日（月） 

集 合：京阪枚方駅  集合時間：10:00 

内 容：枚方宿場町・枚方宿鍵屋資料館 

そ の 他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

 

２０１７年１２月度行事予定 

“大阪の心臓部として業務地・文教地区のまち” 

大手町 

月 日：平成 29 年１2 月 7 日（木） 

集 合：大阪府警察本庁舎玄関前  集合時間：10:45 

内 容：大阪府警本部本庁舎見学 

そ の 他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 
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